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Soichir o H A SE G A W
はじめに
板橋 一 歩 が 死去 し て か ら既 に 1年 が 過 ぎた o 板
橋は美術教育 と彫刻制作 に お い て と も に ユ ニ
ー ク
な業績 を残 し た o そ の 生涯 は 大変 ド ラ マ テ ィ ッ ク
でも ある o 板橋の 仕事 と して の 教 師 と作家 , 価値
観と して の 世界 と 地域 の 問題 な ど か ら 生涯を丹念
に辿り, こ れ に考察を加え る こ と は 地域 や美術教
育の研究 に と っ て大き な意義が あ る o
板橋は , 鹿児島県に生 ま れ , 東京 の 学校を卒業
し た後 は, 全く 見知 ら ぬ 北陸 の 小 さ な井波 の 地 に
落ち着い た o 新 し い 構想 の 中等学校創立 の 教官 と
して呼 ば れ た o しか し, 着任す る や , 創 立構想 は
中止と な る . そ し て , rと りあえずJ く板ヰ削 尋
常小学校 の 代用教員 と し て の 職を与 え ら れ る o 招
請し た 町長 の 本音 は定か で は な い o し か し, 板 橋
の 招碑 は , 戦時体制 と長 い 将来 に向 け て の 井波町
の木彫刻 を含 ん だ 商工 業の さ ら な る 発展 と産業教
育振興 の た め の 遠大 な 計画 の
一 つ で あ っ た こ と は
事実 の よ う だ . 今様 に い え ば , 町お. こ し 政策 の
一
環で あ っ た の で あ る o
1 . 年 譜
明治44年 く1911l
小学校代用教 員 へ の 不月艮, そ し て板棟 と い う
r旅の 人J と濃厚 な地域性 と の 敵宙 は , 上 級 学校
数貞 の 資格獲得 と い う自己研錬 に駆り立て て い くo
そ の ベ ク ト ル は , 敗戦 の 虚 脱を契機に 一 気 に噴出
する o 終戦 の 南碩地方 の 疎開作家 や井波の 木彫刻
家 と の ふ れ あ い は そ の 爆発 の 決定的な触媒 と な るo
そ の 後は , 井波 の 人間集団 を絡め た文化 の コ ンサ
ー
ヴ ア テ ィ ズ ム と疎開作家 にふ れ た ロ マ ン テ ィ シ ズ
ム と の相克の なか を 揺 れ な が ら 人生 を歩 ん で い く
の で あ る o
遠心的 に美術 の ロ マ ン を 追 っ て い た 少壮年 の 頃
紘 , 学校 の 青少年に文化 と ヒ ュ ー マ ニ ズ ム で の イ
ン パ ク ト を与え, 一 方, 卦Ll的 に東洋 の 再発見 に
リ タ
ー ン し た高 年 の 頃は , 地 元井波 と国許鹿児島
の地域賞献 に意 を注ぎ, 晩年 に は最大級 の 感謝 の
念を造形 に表わ しな が ら生涯を閉 じ て い っ た o
rまれ び とJ を招碑 し た 当時 の 町長の ア イ デ ア
は, 結果的 に は莫を結 ん だ と い っ て もよ い o
こ こ で は板橋 の 生津の 考察の 前 に, 先ず年譜 と
作品日録 の 作成 を目的 とする o 他日 に作品写真 ,
続い て板橋 一 歩 論 を ま と め た い o 坪 成6年 4 別
3月1 2日 , 鹿児島県姶 良郡蒲生町に , 父小 山田 荘太臥 母
ヨ シ の あ い だ の 五
男 と し て 生 ま れ る去 名 は政 乱 父は , 陸軍歩兵少尉 であ っ た o 4 人
の 男 兄弟
は皆軍人 に な っ た o 小 山田 家 は武士 の 家系 にあ り , 近親 に は 海軍少将 ,
2 人
の 町 長 ら が い た o
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大正10年 く19211 10歳
昭和 2年 く1927I 16歳
昭和 6年 く19311 20歳
昭和 8年 く19331 22歳










こ の 頃, 蒲 生町 の 鎮守 の 森 八幡神社 にあ る 日 本 - の 大桶 く特別 天然記念
軌 樹齢1500利 の も と でと 日 本 一 に な り た い と願う .
4月 , 鹿児島県立薩商 工業学校建築科 に入学す る o
こ の 頃, 武 者絵を得意 と し頼 ま れ て措く こ と も あ っ た . 教師の 似顔絵を
黒板 に よ く措き, 油絵の 具を か つ い で 写 生 に 度 々 で か け た o
在 学中, 県会蔑貞で あ っ た 父 は 財産を つ ぶ し, 64歳 で 死去す る o
3月, 同校 を卒業す るo
4 月 , 官立束京高等工芸学校 く現在千葉大到 図案選科 に入学 し, 室内
設計 を専攻す る o
8月 , 太 平 洋美術学校夏期講習生 と し て 油絵 を学 ぶ o 夜 間も受講 して い
た よ う で あ る o
3月 , 同校を修了す る o 卒業製作 に喫茶店 の 建築 と店舗設計 を て が けるo
卒業後 , 百貨店宣伝部 に就職す る o
6月 , 井波 町長綿貫栄 に よ る 町立商工 学校設立構想 に よ り工 業 く工 芸図
案1 担当教官と し て 未知 の 井波町 に着任す るo 町長 か ら井波町在住 の 敬
多く の木彫刻家 の 工 房 - の 案内をうけ る o
と りあえず井波町井波尋常高等小学校 に図画手 工代用教員 と な る o 商工
学校構想 は地域 の 反対 に よりまもなく中止 と な るo 当 時 の 井波高等小学
校は 3年制 と長く, 進 学指導にも定評 があり, 近郷町村 の 学校か ら 優秀
な子供が集ま っ て い た o 教師にも旧制中学校の 指導資格者 が い た Q
7月, 板橋 ゆ き と結婚, 婿 養子 と な る . 照 固専任職竹部数乗 が親代 わり
を つ と め, 生 涯 に わ た っ て 親 の よ う に 慕 っ て い く こ と に な る .
7月 , 長男寛が生ま れ る .
12月, 富山県小学校図画専科正教員免許状を受領 し, 訓導とな るo
12月 , 文 部省実業学校教員試験検定に合格し, 図案科免許状を受領するo
3 月, 宮山県公立青年学校数翰 の 兼任 とな る o
7月, 小 学校教員 を 一 身上 の 都 合 に よ り退職す る o
8月, 富山県立高岡工芸学校 に転任 し, 改親 新設 の 木 工 科嘱託教授 と な
る .
12月 , 宵山県立高岡商業学校教諭 と し て 転任 し , 商 業 美術 を担当 す る
く昭和22年3月ま でl .
こ の 頃, 高瀬神社初詣や瑞泉寺太子伝 の ポ ス タ ー の 制作 を依頼 さ れ 図案
家 として知 ら れ る o
3月 , 商業学校 は嘗山県立高岡第 二 工 業学校 と改称 さ れ る o
終戦 を契機に新生第 一 歩 を決意 し て号 を 一 歩 と 名 の る.
7月 , 洋 画家1I 辺外法と疎開中 の 彫刻家永原厳 に出会う o 永 原 か ら は そ
の後の 彫刻芸術 へ の 決定的 な啓示 を受け, 塑像技術も学 ぶ o
同月 , 富 山県立砺波高等女学校 で全県的な美術講習会 が も た れ , 図案 の
漁 師を つ と め るo 仕掛け人 は川辺外治, 絵 画講師 は 日 本画家小坂勝人,
石版画家織田 一 風 洋画家伊藤四 郎, 彫刻 講師 は永原贋 であ っ た o 講 師
は 板橋を除 い て 全 て疎開中の 作家 であ っ た o


















板席 一 歩 の年譜 と作品日録
4月 , 学制 改革 に よ る新設の 井波町外 5 カ相中学校組合立井波中学校 に
創設 ス タ ッ フ と して 招請 さ れ , 職業科 と 図画 工作科 の 工 作領域
を担当す
る o 図画領域 は洋画家藤井宏教諭 がもち , 2 人で 美術部の 絵画の 指導に
あ た る o
同月 , 川辺外治 の ア トリ エ で , 清原啓
一
, 藤井宏 と と もに , 日 曜 デ ツ サ
e
ン 会 を 始 め る く昭和33年ま で続くラ .
秩, 日 本画家広橋環 が中心 と な っ て 出町中学校 で砺波美術教育究会
を つ
くり, こ の 会が 行 っ た デ ッ サ ン 会 や 生徒 の た め の 連合中学美術展 に積極
的 に参加 して い く o
こ の 頃, 新 聞記者牧野尚が主宰す る井波文化 ク ラ ブ の 会農 と なり , 広 く
芸術文化に ふ れ , 地域 の 知 己 を得て い く く死去ま で会則 o
こ の 頃, 木彫刻家西 田秀と宮崎民二 の 3 人で 井波 デ ッ サ
ン 会 を つ く る o
こ こ に, 疎 開中 の 版画家棟方志功 , 彫刻家の 村井辰夫, 日 本画家
の 小坂
勝人 ら が 指導 に来 て , 彼ら よ り芸術 の 神髄 に つ い て 強烈な触発
をうけるo
また , 川 辺 の ア ト リ エ で の デ ッ サ ン 会 は , 砺 波 ヒ ユ
ー ザ ン 会 と 名づ け ら
れ , 続 い て 熱心 に 通 い デ ッ サ ン の 研錬 に励 む o
富山県彫刻家連盟 の庶務 を つ と め る く2蜂 入会 と推定 さ れ るl o
こ の 頃, 井波 町 の石匠漸H 鼻音より石彫別 の技術 に ふ れ る o
9月 , 第15回新制作展 に r北国 の 子 削 が入選す るo
10月 , 第7 回日 展 に r靴磨きの 少 削 が入選す るo
10月 , 第 6 回自由美術展 に 博 戦 の 想 い 削 が 入選す
るo
同月 , 第 8 回 日展 に r釣り の少利 カ軍人選す るo
上o月 , 第9 回 日展に rとも だちJ が入選す るo
l上月 , I C Aロ ン ド ン 国 際彫刻コ ン ク
ー ル に 慨名政治犯の 削 が入裳す
る o
1 月, 富 山県彫刻家連盟委員 と な るo
1 月 , 井 波美術協会委員 と な るo
1 0月, 第11回 日展 に r降立Jが入選す る o
l月 よ り, 井波 町報表紙 に俳画と俳句 をの せ るo 書 は香家常
川汀華 が担
当す る 偶和34年12月 ま で連 掛 o
10月 , 第1 2回 日展 に rなか よ しJ が入選す るo
4月 よ り, 井波美術協会主催 の モ デ ル く裸尉 デ ッ
サ ン 会を , ア マ チ ュ
ア を も対象に月 2回井波中学校 の 図書室や図画室 で始め るo
ュo月 , 第13回国体 ス ポ
ー ツ 芸術 展で 博 通衣 の 少削 が第 3位 を受賞す
る く富山国体 の 時l .
6月 , 削 4回富山県展審査委員を つ と め る 偶 和3路
36年, 40年 ,
43年 , 4 6年, 51年, 5蜂 , 58年, 62年も つ と め るl o
同月 , 彩彫 会結成 に参加 し , 第1 回展 を富山
市清明童画廊 で開 くo
10月 , 第 2 回日 展 に rが わま わ し の 少 削 が入選す
る く日展 は社 団法人
と し て 民営化 さ れ , 昭和33年が 第 1 回展 と な る1 o
同月 , 井波 町工 芸史編纂委員と な る o

















昭和49年 く19 741 63歳
昭和50年 く19 751 63歳
64歳
同月 , 井 波中学校工 作 ク ラ ブ な ど が 第 5 回富山県少年美術展 で中学部門
第 1位学校特別費を受賞す る く副賞 は テ レ ビl .
3月 , 学校や地域 の 美術指導が顕著 で ある と して 第 6 回富山新聞文化賞
く教育貴l を受賞す る o
同月 , 井波 町立井波中学校を離任す るo
4 月, 富 山県立高岡工芸高等学校 に転勤 し, 改 観新設 の デ ザ イ ン 科教諭
と な る o
10月 , 第 4 回 日 展で rへ ぐらJ が入選す るo
ュo月 , 第 5 回 日 展で rへ ぐら島J が入選す る .
4月 , 高岡工 芸高等学校 で デ ザ イ ン 科 長 と な る o
ュo月, 第6 回日 展 で rEl本海Jが 入選す る o
10月 , 第 7 回日 展 で r村長J が人選す るo
1月 , 彩彫 金 の事務局 と な る く昭和44年ま でう .
4月 , 高 岡工 芸高等学校 で生徒指導部長 と な るo
10月 , 二 紀会創立会員 の 松村外次郎 の 勧 め もあ っ て , 公 募 展出品を日展
か ら 二紀会 に転 じ, 第19回 二 紀展 に rあ ゆ むJ が 入選す るo
I o月 , 第20回二 紀展 に 柑 本海J が入選す る o
同月 , 二 紀会同人 と な る o
10月 , 第21回二 紀展 に r日本海J を同人出品す る o
6月 , 彩 彫 会10周年記念展 で板壌 の 特陳 コ ー ナ ー が 設 け ら れ る .
10月, 舞2 2回二紀展 で rベ トナ ム 母子像Jが 同人優賓を受賞する.
4月 , 富 山県立保育専門学院非常勤講師と な る く昭和48年 3 月 ま で ト o
富山県立砺波 工業高等学校非常勤講師 と な る く昭和49年 3 月 ま でI o
9 月 と11月 , rベ ト ナ ム 母 子像J 建立 の た め , サ イ ゴ ン市に渡 る o
ュo月 , 第23回二 紀展 に r戦争 中の 子供Jを同人出品す る .
3 月 , 富山県立高岡 工芸高等学校を定年退職す る o
4 月 , 同校 の 非 常勤講師 とな る く昭和47年 3月 ま でI o
上o月, 第24固二紀展 に r海浜Jを同人出品す る o
同月 , 二 紀会会員 と な る o
Io月 , 25回二紀展 に r托鉢J を会員出品す る.
10月 , 第26回二 紀展 に rは ね るJ を会員出品す るo
1 月, 井波 美術協会評議貞とな る o 富 山県彫刻家連盟委員長 と な る く1
期2年l o
3月, 宵山県美術連合会常任理事と な る o
4月, 第28回宮山県展運営委貞を つ と め る く昭和49年 , 50年 , 53年 , 56
年 に も つ と め る1 . 富 山県芸術文化協会理事と な る く昭和50年ま でI o
ュo月, 第27固二 紀展 に r祈 りJを会員出品す るo
ュo月 , 第28回二紀展 に r勲章 と子供J を会員出品す る .
同月, 宵 山県功労 く芸術文化l 表彰を授 か る o
l 月 , 富 山県彫刻家連盟顧問とな る く死去ま でI o
6月 , 回顧展 が 開催さ れ , 作品集 が刊行 さ れ る o 横 山善 一 , 野村 玉枝 ,
高瀬 由雄 , 野村金ニ , 長谷 川槍 一 郎 ら の 企画 に よ る o
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1 0月 , 第29回二 紀展 に r太陽に祈 るJ を会貞出品す るe
2月 , 1 カ月F凱 欧州4 カ国の ス ケ ッ チ 旅行 く団体いこ で か け るo
5月 , 富 山県芸術文化協会参諌 と な る く死去までう .
10月 , 第30回二 紀展 に r行者Jを会員出品する o
11月 , ヨ ー ロ ッ パ ス ケ ッ チ展 を開く.
昏
1 0月 , 第31回二 紀展に r囚人 ヴ オ ル ガ 河 の 舟曳J を会員出品す るo
同月 , 二 紀 会委員と な る く死去ま でう o
4月 , 井 波木彫刻工芸高等職業訓練校非常勤誇師と し て デ ッ サ ン や 写 生
を教 え るo
10月 , 第32回二紀展 に r走 るJ を委員出品す るo
1 月 , 井波 美術協会顧問と な る く死去ま でl .
5月 , 井波彫刻伝統産業会館 の 初代館長 と な るo
7月 , 北 陸二 紀会の 運営委員と な るo
上o月 , 第33回 二 紀展 に rさ つ ま 太鼓削 を委員出品する o
10月 , 第34回二 紀展 で r難民キ ャ ン プ の 子供J が文部大臣黄 を受賞するo
3 月 , 初 め て の 大病, 顔 面神経痛に か か り , 長期 間入院す る o
7月 , 宵山近美友の 会 く県立近代美術壬削 の 参与 と な る .
11月 , 生存者叙勲 で勲五等瑞宝裳を授 か るo
1 月, 文 化庁主催の 第15回現代美術選抜展 に r難民 キ ャ ン プ の 子供J が
選 ばれ , 富山展も開か れ るo
10月, 第36回二 紀展 に r嵐 . わ が 闘病 乱 を委農出品 し, 悪夢の よ う な
大病 の 経験を彫刻 に造形化する o
11月 , 富 山市松川 べ り彫刻公園 に rめ ぐみJ を依頼制作する o
6 月 , 初 め て 二 紀会富山展 く第36回巡回展1 が 二紀会主催 の も と に富 山
大和 で 開か れ る o
1 0月, 第37回二 紀展 に 欄 病 の 画家 仲 村射 Jを委員出品す るo
12月 , 富 山 二 紀 グ ル
ー プを結成 し, 代表と な る o
7月 , 二 紀 会富山展 く第37回巡回展l が 二 紀会と富山県民会館主催 で 開
か れ る o
10月 , 第38回二 紀展 に rマ ッ キ ン リ ー を想 うJ く昭和2 7年 附 と r炎 の
人 くゴ ッ ホIJ を委員出品す る.
Io月 , 第39回二 紀展 に r寒 い朝J を委員出品す るo
2 月, 彩彫会 の 会員 と と も に イ ン ド旅行 に で か ける o
4 月 , 富山 県美術品専門委員 と な る く死去ま でl a
上o月, 第40回二紀展 に 博風 に の っ て サ イ ク リ ン グJ を委員出品す る o
3月 , 鹿 児島市
り
緑 と彫刻の 道づ く り
,,
事 業か ら の 依 掛 こよ り, 環 境 彫
刻的 な群像 順 光 を浴 び てJ を制作す るo 依頼 さ れ た彫刻家 に は佐藤忠
良 や山本正道 ら が い た o
同月 , 故郷 の 蒲 生町 で 帰郷講演 を行うo
6月 , 井波 町向川砂防 ダム 堰堤 の 壁画 化 福 利 の 原画 を措くo
8 月, 健 康診断で腹部大道脈痛 が発覚し , 直ぐ大手術 をう け るo
10月 , 第41回二 紀展 に rチ ビ ッ コ 頑張 れJ く 順光 を沿












原型J を委員出品す る .
lュ月 , 生産 の代表作 9点 を鋳造 し て , 井 波町 に寄贈す る o
1月 , 胃 渡療の 手術 をうけ るo 翌 年 に 白内障 の 手術 をうけ る が , 3年間
続い た 手術入院 の 連続で , 体力 と気力 が衰え てく る.
5月, 二 紀会評議員と な る く死去ま でl .
10月 , 第42回二紀展 に r愛妃を偲 ぶ タ - ジ ー マ ハ ル の 恋慕情J を委員出
品する .
3月 , 富 山県美術連合会顧問 と な る く死去ま でl o
7月 , 井波木彫刻開祖 . 前 川三 四郎の 像を制作 し, こ れ が 井波彫刻協同
組 合創立70周年記念 と し て 井疲彫刻伝統産業会館前庭 に建 つ o
10月 , 第43回二 紀展 に 卜前川三 四郎像 く試作I Jを委員出品す るo
5月 , 井 波彫刻伝練産業会館館長を退任す るo
同月 , 62年 の ブ ロ ン ズ像9点 の 寄贈 に対 し て 紺綬褒章を授 か る o
10月, 第44回二紀展 に r町 お こ し 井波 町開 町6 00年 の 象徴縛如 上 人像
く試作I Jを委員出品す る o
lュ月 , 瑞泉寺開祖 . 縛如上人の 像 が 井波町六角堂交差点 に建 つ o
5月, 第10回と な み 野美術展 に出品 した r難民 キ ャ ン プ の 子供J が買 い
上げ最高賞と な る o
10月 , 第45回二紀展 に rジ ョ ギ ン グ の 朝J を委員出品す る く6 2年作 r陽
光を浴 び てJ の原型 の 一 部I o
lュ月 , 長 年 の 彫 刻や 教育を諌え ら れ 北 日本新開文化賓を受寛す る .
8月 , 生涯親代 わり であ っ た 井波 町照同寺に緯如上 人 の ブ ロ ン ズ像 を膚
贈, 建立す るo
ュo月 , 第46回二 紀展 で r朝の ジ ョ ギ ン グ くゆ っ く り走 るI Jが 田村賞 を
受賞す る く62年作 r陽光を浴び てJ の 原型の 一 部l .
前年より徐々 に体力 の 衰えが目立ち , 2 月 入院す るo
4月 5日 , 肺癌の た め 公立井波総合病院 で死去す るo
4月 8 日, 板橋 の 自宅 で葬儀 が と り お こ なわ れ る o 弔 い に40 0人余りが
集ま る o
6月, 井波町坪野の基地 にあ る板橋家代 々 の 真 に 葬 ら れ るo
1月 , 宵山二紀 グ ル ー プ10周年記念展 で r硬橋 一 歩 石膏直付 け エ ス キ ス
展J が特別展示 さ れ る o
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